
図書館だより

休館日

市立図書館　本館（広見） ☎625120
帷子分館 ☎658530
桜ケ丘分館 ☎643473

（デジアナ７ch、デジタル12ch）

月～金曜日　 7:30・12:00・17:00・19:00
　　　　　　21:00・22:00
土・日曜日　 7:30・12:00・14:00・19:00
　　　　　　20:30・22:00

放
送
時
刻
※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発
信しています。

本館・分館共通　毎週月曜日、30日（金）
※桜ケ丘分館臨時休館のお知らせ
　8月3日（土）（夏まつりのため）
※本館は8月28日（水）まで午前9時30分に開館します。

展示のご案内（本館）
「新美南吉生誕100年」展（図書館）
期間　８月29日（木）まで開催
愛知県半田市生まれの児童文学作家・新美南
吉の生誕100年を記念して、新美南吉の童話な
どを展示します。

かにっ子タイム
○夏休み工作講座「牛乳パックのレーシングカー」
日時　８月28日（水）午前10時～11時30分
場所　図書館本館３階　学習室
講師　工作☆ふしぎな泉の皆さん
持ち物　はさみ
申込開始　８月１日（木）　先着30人
就学前の子どもも、保護者と一緒に参加でき
ます。
みんなで一緒に工作を楽しみましょう！

○おはなしの泉のストーリーテリング
日時　８月31日（土）午後２時～
場所　図書館本館3階　会議室
語り手　おはなしの泉の皆さん
ストーリーテリングは、耳からの読書です。
本を使わない語りで、大人も子どもも楽しめま
す。

新しく入った本
「ミライノコドモ」
 谷川俊太郎／著（岩波書店）
「美濃・東白川村に生まれて」
 安江三岐彦／著（合同フォレスト）
「悪いけど、日本人じゃないの」
 日向ノエミア／著（柏書房）

「妖怪食堂」広瀬克哉／作（絵本館）
「坊っちゃん」夏目漱石／文
 後路好章／編　ちーこ／挿絵（角川書店）

 ひろ せ かつ や

 うし ろ よし あき

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

 たに かわ しゅん た ろう

 やす え み き ひこ

 ひなた かしわ

★市長の部屋から ★タウン情報

★レッツゴー！市役所 ★タウン情報

★レッツゴー！市役所

　今回は美濃金山城跡の現場からお伝えしま
す。新緑の中で、可児市の誇る宝や歴史につ
いて語ります。

　いつできたの？どんなお城だったの？
　国史跡指定を受けた美濃金山城の魅力に迫
ります。

　この夏は郷土歴史館の企画展「身近なこん
虫たち」へ出かけよう。カニダーもこん虫採
集に出かけたよ。その成果は…。

　８月10・11日に開催の可児夏まつりを紹
介します。お茶の間でもう一度花火やダンス
の雰囲気を味わいましょう。

　今回訪れるのは川合・今渡地区。次郎兵衛
塚古墳や木曽川沿いの風景を案内します。

8／3（土）～9（金）
●ようこそ！市長室へ

8／17（土）～23（金）
●いよいよ国史跡！美濃金山城の魅力

8／10（土）～16（金）
●好きなのはカニダー

8／24（土）～30（金）
●可児夏まつり２０１３

8／31（土）　～9/6（金）
●文化財ぶらり旅⑤

放送中
災害など
緊急時には、
特別放送を
します。

月～金の午前８時からは、市政情報
を、毎週土曜日の午前10時からは、地
域の市民活動などを放送しています。
毎週木曜日の午前11時20分～11時40
分は、市長や市職員が出演するコー
ナーもあります。
お聴き逃しなく！

よ
う
こ
そ！

美
濃
金
山
城
へ

よ
う
こ
そ！

美
濃
金
山
城
へ
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

子どもの頃、親に連れられて祭りに
行ったことを覚えています。当時から
盆踊りなどもありましたが、一番の楽
しみは屋台でした。
あれから何年（何十年？）か経ち、

今は自分が子どもを祭りに連れて行
くようになりました。子どもが屋台の
前で、屋台ならではの玩具などをねだ
る姿は、まるで昔の自分を見ているよ
うで、懐かしくなります。
祭りの内容や屋台に並ぶものは

年々変わってきていますが、祭りその
ものは今も続いていて、それを子ども
と楽しむことができるのはうれしい
です。こういうものは、子どもが大人
になった時に、楽しむことができるよ
う残してあげられるといいなと思い
ます。
� （小）

妙み
ょ
う

向こ
う

尼に

で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
丁
度
、

信
長
様
が
こ
の
金
山
城
に
お
越
し
に
な
っ

た
日
の
こ
と
を
偲
ん
で
お
り
ま
し
た
。

天
正
十
年
（
１
５
８
２
年
）
三
月
九

日
、
信
長
様
は
我
が
子
蘭
丸
ら
を
案
内

人
に
、
森
家
の
城
・
金
山
城
へ
お
越
し

に
な
り
ま
し
た
。
近
江
に
壮
大
な
安
土

城
を
築
か
れ
、
そ
の
ご
威
光
を
天
下
に

知
ら
し
め
て
か
ら
ま
だ
程
な
い
頃
で
す
。

木
曽
川
を
上
っ
た
船
が
城
下
の
川
湊
に

着
く
と
、
町
人
へ
の
お
土
産
と
し
て
た
く

さ
ん
の
積
み
荷
が
降
ろ
さ
れ
、
城
下
は

お
祭
り
騒
ぎ
と
な
り
ま
し
た
。

信
長
様
は
蘭
丸
の
功
に
報
い
、
安
土

城
を
真
似
た
城
の
建
設
を
お
許
し
に
な

り
ま
し
た
。
金
山
城
の
本
丸
で
は
、
信

長
様
か
ら
い
た
だ
い
た
金
銀
、
屋
根
瓦

や
材
木
を
使
い
、
多
く
の
職
人
が
天
守

や
御
殿
、
櫓
や
土
塀
、
そ
し
て
高
石
垣

を
完
成
さ
せ
た
ば
か
り
で
し
た
。
金
山

城
は
絢
爛
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

そ
の
日
は
、
亡
き
夫
・
可よ

し

成な
り

の
菩
提
を

弔
う
た
め
、
金
山
城
本
丸
の
新
築
祝
い

も
兼
ね
て
お
越
し
に
な
ら
れ
た
の
で
す
。

こ
の
戦
国
の
世
に
あ
っ
て
、
金
山
城
は

一
度
も
攻
め
ら
れ
ず
、
森
家
は
、
今
や
東

濃
一
帯
を
手
中
に
収
め
よ
う
と
し
て
い
ま

す
。
信
長
様
は
、
誠
に
縁
起
の
よ
い
城

だ
と
気
に
入
ら
れ
、
二
層
の
天
守
の
屋
根

に
は
、
何
と
安
土
城
と
同
じ
金
箔
瓦
ま

で
上
げ
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。

信
長
様
の
ご
接
待
は
、
城
下
を
挙
げ

て
海
の
幸
、
川
の
幸
、
山
の
幸
、
古
今

東
西
の
あ
ら
ゆ
る
珍
味
が
揃
え
ら
れ
、

数
日
間
続
き
ま
し
た
。
百
五
十
畳
も
あ

る
本
丸
御
殿
の
大
広
間
や
茶
室
で
は
、

そ
の
道
具
仕
立
て
も
、
久
々
利
で
焼
か

れ
た
一
級
の
茶
陶
器
や
唐
物
の
名
品
な
ど

を
用
い
、
贅
を
尽
く
し
た
も
の
で
し
た
。

信
長
様
は
、
宴
の
合
間
に
蘭
丸
と
私

を
お
誘
い
に
な
り
、
城
の
近
辺
を
散
策

さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
苔
生
す
大
岩

に
ど
っ
か
り
と
腰
を
据
え
ら
れ
、
こ
う
つ

ぶ
や
か
れ
ま
し
た
。「
転
石
苔
を
生
さ
ず

じ
ゃ
」
と
。
信
長
様
は
、「
古
い
慣
習

や
伝
統
に
と
ら
わ
れ
ず
、
日
々
の
変
化
に

対
応
し
て
工
夫
を
凝
ら
し
、
世
の
中
を

変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
皆
が
幸
せ
に
な
れ

な
い
」
と
、
お
っ
し
ゃ
り
た
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

そ
れ
か
ら
三
か
月
後
の
天
正
十
年
六

月
二
日
、
信
長
様
は
我
が
子
蘭
丸
ら
と

と
も
に
、
本
能
寺
で
討
ち
死
に
さ
れ
ま

し
た
。
そ
の
ご
遺
訓
は
、
今
で
も
私
ど

も
の
心
に
深
く
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

「
変
革
へ
の
勇
気
」
は
、
現
代
の
可

児
市
政
に
も
引
き
継
い
で
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。
美
濃
金
山
城
跡
に
立
ち
、
眼

下
に
流
れ
る
木
曽
川
や
周
辺
の
諸
城
な

ど
、
当
時
の
壮
大
な
景
色
に
思
い
を
馳

せ
る
時
、
四
百
年
の
時
を
超
え
て
、
本

物
の
歴
史
が
語
り
掛
け
て
く
れ
ま
す
。

「
信
長
様
と
蘭
丸
の
思
い
出
」
語
り 

妙
向
尼
（
森
蘭
丸
の
母
）
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「
よ
う
こ
そ
！
市
長
室
へ
」

も
夏
休
み
。「
美
濃
金
山
城
」

へ
の
思
い
を
妙
向
尼
様
の
口

を
お
借
り
し
て
、
語
っ
て
み

ま
し
た
。
私
の
勝
手
な
空
想

物
語
で
す
。

信長の休み石

美濃金山城跡からの眺望

妙向尼画像（複製）


